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鶏けいめい鳴
イエスの言葦

『わた(は世の鍔わりまでＷ,一つもあなた

がたと共にいる』

塗誉(ﾏﾀｲ謁暑言２８章２０鐸）

牧師河合裕志

このイエスの言葉はマタイ福音書の一番最
後にあるもの｡この言葉で本書が;閉じられる

のはまさにふさわしい｡だって１章ではイエ

スのことを『インマヌエル＝神は我々と共に

おられる」と言っていたのだから｡神である

イエスは我々と共にいる､そのことを今イエ

スは直々に｢わたしはいつもあなたがたと共

にいる」と述べたって訳。これは復活したイ

エスの言葉｡下の方にガリラヤの湖面がキラ

キラと輝いて見える山の上で弟子達に告げ

たものｂ

「いつも」とは｢全ての日々 」ということ。
この日にはイエスは共にいるが他の日には

いないなんてことじゃない。『いつも」とは

オールウェイズということ｡常に変わりなく

ということ｡嬉しい時も苦しい時もイエスは

一緒特につらく苦しく、悲しい時こそイエ

スは一緒だｂ

それホント？そんなことってアリなの？

だってイエスは２千年前の人｡それがどうし

て今日私と共にいることが出来るの力もこれ

は当然の疑問｡でもそれでもイエスは今も生

きて共にいる。どうやって？

もちろんイエスはもう肉体をもってデンと

ここにいるわけじゃない。ひげをたくわえ、

長い衣を身にまとったイエスが目に見える

姿でここに居るわけではない｡そうではなく

１

２００９年５月１０日(第２５号）

て目には見えない姿で居るということ､ただ

心の目でだけ見えるということ｡イエスは聖

なる霊､聖霊として､霊的実在者として居る

ということ。

目をつむって、「主イエスさま」と呼びか

けてみて、心から。そこに、あなたの心の内

にイエスは出現してくれる｡イエスの名を呼

ぶならイエスはいつでも､どこでも来てくれ

る。そして慰め、新しい力を与えてくれる。

これはためしてガッテンじゃないけどため

してみる他ない。

イエスが来て２千年、その時代時代を生き

た人々はその時代時代と共にいたイエスに

呼びかけ祈り必要な助けを得て来た｡これホ

ント｡今度はあなたがイエスと共に生きる番

「わたしはいつもあなたがたと共にいる｣。

このイエスの言葉､約束の言葉､これは信じ

るも信じないも自由だけれど信じた方がト

クだよ。イエスが共にいてくれる、こんなに

幸いなこと、心強いことはないよ。夫妻、

親､子の存在は有難いけどズッと永遠に、と

いう訳には行かない｡別離がある。イエスは

ズツと危死のかなたどこどこまでも。
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主日礼拝：毎日曜日午前１０時１５分

こどもの教会：毎日曜日午前９時

中高校生会：毎日曜日礼拝後

婦人会・壮年会：第２日曜日礼拝後

聖書を学ぶ集い：第４水曜日午前１０時

オリーブの会（読書会）：第３月曜日午前１０時
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